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2
０
１
９
年
末
に
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

2
年
半
が
経
過
し
た
今
で
も
、
そ

の
感
染
が
収
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活

に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合

が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
み
な
さ

ん
が
感
じ
て
い
る
と
お
り
で
す
。

こ
の
局
面
を
乗
り
切
る
た
め
に
も
、

そ
の
先
で
生
活
を
続
け
て
い
く
た

め
に
も
、
経
済
活
動
を
持
続
さ
せ
、

厳
し
い
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
今
回
審
議
し
た
補
正
予
算
で
は
、

物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
の
支
援
、

町
内
経
済
活
動
を
下
支
え
す
る
事

業
と
し
て
、
商
品
券
の
発
行
を
計

上
し
ま
し
た
（
事
業
費
５
２
０
６

万
2
千
円
）
。
こ
の
事
業
は
、
町

内
の
取
扱
店
で
利
用
で
き
る
商
品

券
を
、
町
民
全
員
に
1
人
1
万
円

の
配
布
を
行
う
も
の
で
す
（
利
用

期
限

：

２
０
２
３
年
1
月
15
日
）。

　

　
こ
の
他
に
も
、
原
油
高
騰
に
よ

る
物
価
高
の
影
響
を
受
け
る
低
所

得
高
齢
者
世
帯
等
に
対
し
て
、
生

活
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
高
齢

者
等
生
活
支
援
事
業
（
５
７
２
万

4
千
円
）
」
や
「
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
事
業
」
の
増

額（
50
万
円
）も
計
上
し
て
い
ま
す
。

PickUP

個人、法人向
けの経済対策
を実施（第6回
臨時会）

ニセコ町暮らし応援商品券

今回使用した議案等資料

　

第
7
回
定
例
会
が
、
9
月
8
日
か
ら
15
日
ま
で
の
8

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
、
5
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
質
問
内
容
は
7
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
）。

　

本
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
、
条
例
改
正
、

教
育
長
の
任
命
や
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
6
回
臨
時
議
会
が
、
7
月
25
日
に
開
催
さ

れ
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

各
回
の
審
議
の
結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
復
旧
に
か
か
る

補
正
予
算
な
ど
21
案
件
を
審
議
【
９
月
定
例
会
】【
７
月
臨
時
会
】

　教育委員会は、行政委員会の一つとして

町長から独立した機関で「政治的中立性の

確保」「持続・安定性の確保」「住民の意向

反映」に配慮して運営されています。

　教育長や教育委員は、議会の同意を得て

町長が任命します。任期は、教育長が3年、

教育委員が4年となっています。

教育長、教育委員の任命に同意

教育長

片岡　辰三さん（再任）
教育委員

下田　伸一さん（再任）
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ゴ
ル
フ
場
や
温
泉
施
設
な
ど
は
、

町
の
重
要
な
観
光
資
源
で
す
。
こ

れ
ら
の
施
設
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
入

込
客
数
が
減
少
し
て
お
り
、
急
速

な
回
復
は
見
込
め
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
は
、
利
用

者
数
に
関
わ
ら
ず
多
額
の
維
持
費

が
必
要
で
す
。
今
回
、
町
で
は
収
め

ら
れ
た
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
及
び
入

湯
税
の
一
部
を
財
源
に
「
観
光
施

設
持
続
化
支
援
給
付
金
」
を
交
付

し
ま
す
。
交
付
額
は
、
各
税
の
納
付

額
の
10
％
相
当
と
し
て
い
ま
す
。

第７回定例会（会期 9月 8日～ 15日）　審議一覧
件　名 結果

「ニセコ町に放射性物質等をもちこませ
ない条例の制定」を求める陳情�（p13） 不採択

令和３年度ニセコ町健全化判断比率及び
資金不足比率の報告について

報告受理

所管事務調査の結果報告（総務常任委
員会）� （p５－６）

報告受理
善処要望

令和３年度ニセコ町各会計歳入歳出決
算認定について

特別委員会
付託

専決処分した事件の承認について（令和
4年度ニセコ町一般会計補正予算）[３件]

承　　認

ニセコ町教育委員会教育長の任命につ
いて

同　　意
[賛成多数]

ニセコ町教育委員会教育委員の任命につ
いて

同　　意
[賛成多数]

指定管理者の指定について（ニセコ町堆
肥センター）

原案可決
［賛成多数］

件　名 結果

職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例

原案可決
［賛成多数］

令和４年度ニセコ町一般会計補正予算
原案可決

［賛成多数］

令和４年度ニセコ町簡易水道事業特別
会計補正予算

原案可決
［賛成多数］

令和４年度ニセコ町公共下水道事業特別
会計補正予算

原案可決
［賛成多数］

令和４年度ニセコ町農業集落排水事業
特別会計補正予算

原案可決
［賛成多数］

国土強靭化に資する社会資本整備等に
関する意見書案

原案可決
［賛成多数］

令和４年度ニセコ町一般会計補正予算
（追加）

原案可決
［賛成多数］

特定放射性廃棄物の処分に関する決議
� （p13）

原案可決
［賛成多数］

PickUP

観光事業者に
対する支援も

町内ゴルフ場

第 6回臨時会（会期 7月 25日）　審議一覧
件　名 結果

専決処分した事件の承認について
（令和４年度ニセコ町一般会計補正予算）

承　　認

令和４年度ニセコ町一般会計補正予算
原案可決

［賛成多数］

件　名 結果

令和４年度ニセコ町国民健康保険事業
特別会計補正予算

原案可決
［賛成多数］

　指定管理者制度は、町が出資する法人や民間事業者が、町の指定を受

けて公共施設を管理することができるものです。今回、JAようていが

ニセコ町堆肥センターの指定管理者に再指定されました（期間2022年

10月1日から2025年9月30日まで）。

　なお、ニセコ町では堆肥センターの他に、綺羅乃湯、後志南部地区地

域資源循環管理施設、町内各コミュニティセンター、曽我活性化センタ

ー、あそぶっくなどが指定管理者により運営管理されています。

ニセコ町堆肥センターの指定管理者にJAようていを再指定

ニセコ町堆肥センター
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 補正予算の審議 

　

第
6
回
臨
時
会
で
は
1
件
の
専
決
処
分
を

含
む
７
８
９
７
万
3
千
円
を
増
額
、
第
7
回

定
例
議
会
で
は
3
件
の
専
決
処
分
を
含
む
８

５
７
６
万
3
千
円
を
増
額
す
る
令
和
4
年
度

（
２
０
２
２
年
）
一
般
会
計
補
正
予
算
を
審

議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
補
正
予

算
の
審
議
が
行
わ
れ
、
可
決
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
計
上
さ
れ
た
事
業
の
一
部
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
対
策
事
業
、

商
品
券
発
行
事
業
、
災
害
復
旧
事
業
等

を
可
決

【
補
正
予
算
（
第
６
回
臨
時
会
、
第
７
回
定
例
会
）】

会計区分 当初予算額
第6回臨時会後

予算額
第7回定例会後

予算額

一 般 51億2,000万円 53億2,014万円 54億590万3千円

国民健康保険事業 2億1,200万円 2億1,209万円 2億1,209万円

後期高齢者医療 5,750万円 同左 同左

簡 易 水 道 事 業 5億4,100万円 同左 5億5,431万9千円

公共下水道事業 2億3,800万円 同左 2億4,718万8千円

農業集落排水事業 1,160万円 同左 1,427万4千円

 その補正予算に質問！ 

大雨による路肩の崩落（町道近藤七

線通）

【
観
光
施
設
持
続
化
支
援
給
付
金
】

高
木
議
員

　
小
規
模
宿
泊
事
業
な

ど
へ
の
支
援
は
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長

　
今
回
の
支
援
策

は
、
温
泉
や
ゴ
ル
フ
場
の
よ
う
に

大
き
な
施
設
を
維
持
す
る
た
め
の

支
援
が
必
要
だ
と
判
断
し
実
施
し

て
い
る
。
小
規
模
事
業
者
に
対
し

て
は
、
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら

国
や
道
の
制
度
に
つ
い
て
、
ま
ず

使
え
る
仕
組
み
を
し
っ
か
り
周
知

し
、
さ
ら
に
状
況
が
悪
化
す
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
財
源
の
状
況
に
よ

り
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

【
給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
器
洗
浄
機

修
繕
】

篠
原
議
員

　
今
回
洗
浄
機
が
破
損

し
異
物
が
給
食
に
混
入
し
て
し
ま

っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
保
守
点
検

を
行
っ
て
い
た
か
。
ま
た
、
今
後

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
長

　
夏
休
み
と
冬

休
み
の
年
2
回
、
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
機
械
洗
浄
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
っ
て
い
る
。
破
損
し
た
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
ー
は
、
平
成
27
年
に
交

換
し
て
い
た
。
今
後
は
点
検
を
行

い
な
が
ら
、
交
換
時
期
を
早
め
て

対
応
し
た
い
。

【
先
進
地
視
察
（
ド
イ
ツ
フ
ラ
イ

ブ
ル
ク
）】

小
松
議
員

　
施
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
参
加
者
は
。

高
木
議
員　

視
察
後
の
報
告
は
、

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

榊
原
議
員　

住
宅
メ
ー
カ
ー
と
一

緒
に
行
く
こ
と
は
倫
理
的
に
疑
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
環
境
課
長

　
11
月
1
日
か
ら

7
日
の
7
日
間
。
参
加
者
は
環
境

モ
デ
ル
推
進
係
1
名
、
都
市
建
設

課
1
名
。
こ
の
他
に
町
内
事
業
者
、

旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ホ
ー
ム
の
人
も
参
加
予
定
（
現
在

計
10
名
）
。
視
察
報
告
は
町
民
講

座
な
ど
で
行
う
よ
う
検
討
す
る
。

こ
の
視
察
は
、
民
間
事
業
者
が
企

画
し
た
視
察
に
参
加
す
る
も
の
だ
。

町
長

　
こ
の
研
修
は
5
年
以
上
前

か
ら
継
続
し
て
、
ク
ラ
ブ
ボ
ー
バ

ン
が
行
っ
て
い
る
。
環
境
モ
デ
ル

都
市
の
具
体
的
な
作
業
は
現
地
を

見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
事
が
随
分

あ
る
の
で
、
来
年
以
降
も
毎
年
１
、

２
名
を
派
遣
し
た
い
。
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【
新
規
栽
培
技
術
導
入
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
】

小
松
議
員　

導
入
す
る
農
業
機
械

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
取

り
組
む
農
業
者
の
数
は
。

農
政
課
長

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培

は
畝う

ね

を
高
く
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
形
成
し
苗
を
植
え
る

定
植
機
を
導
入
す
る
。
栽
培
面
積

は
２
ha
に
な
る
。

【
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正
】

篠
原
議
員

　
業
務
委
託
料
の
積
算

根
拠
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
こ

の
業
務
に
議
会
の
素
案
づ
く
り
も

ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
か
。
条
例
策

定
に
あ
た
っ
て
は
審
議
会
を
活
用

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　
こ
の
条
例
案
づ
く
り

を
受
け
ら
れ
る
事
業
者
は
2
社
し

か
お
ら
ず
、
１
社
よ
り
見
積
り
を

も
ら
っ
て
い
る
。
今
あ
る
条
例
は

廃
止
し
、
新
た
に
法
に
基
づ
い
て

条
例
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
議
会
用
の
情
報
も
提
供
を
受

け
る
。
総
務
課
で
は
定
年
延
長
に

係
る
改
正
等
も
抱
え
て
お
り
、
本

件
は
委
託
で
対
応
し
た
い
。
金
額

に
つ
い
て
は
他
団
体
と
比
べ
て
安

い
と
思
う
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ア
ン
テ
ナ

の
設
置
】

浜
本
議
員

　
送
信
所
建
物
借
上
料

の
積
算
根
拠
は
。

企
画
環
境
課
長

　
今
回
提
案
し
て

い
る
の
は
半
年
分
の
借
上
料
。
年

間
で
は
33
万
円
。
町
の
防
災
設
備

と
い
う
こ
と
で
、
安
価
で
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
。

【
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
今
後
】

浜
本
議
員
　
今
後
は
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
い
く
か
。

総
務
課
長
　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
民
間

事
業
者
が
借
り
た
い
と
か
、
物
資

の
運
ぶ
中
継
に
使
い
た
い
と
か
と

い
う
問
合
せ
を
受
け
て
対
応
し
て

い
る
。
民
間
事
業
者
に
管
理
を
任

せ
る
な
ど
も
含
め
、
今
後
の
方
針

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

 その補正予算に質問！ 

【
歳
入
（
主
な
も
の
）】

国 
庫
支
出
金
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

事
務
費
・
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
・

子
育
て
世
帯
生
活
支

援
補
助
金
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
ほ
か
）

６
，３
９
９
万
3
千
円

道 

支
出
金
（
農
地
利
用

効
率
化
等
支
援
事
業

補
助
金
、
子
育
て
世

帯
・
高
齢
者
等
生
活

支
援
補
助
金
）

１
，４
２
１
万
8
千
円

繰
越
金
（
前
年
度
繰
越
金
）

５
，２
０
２
万
円

繰
入
金
（
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
）

�

２
，８
０
０
万
円

町 　

債
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
Ｆ
Ｍ
送
信
所
所
設

備
改
良
事
業
債
ほ
か
）

 

２
，４
５
０
万
円

【
歳
出
（
主
な
も
の
）】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

特
別
対
策
事
業

 

７
，７
９
６
万
6
千
円

町
民
の
生
活
・
家
計

を
支
え
る
た
め
商
品

券
の
配
布
、
低
所
得

高
齢
者
等
へ
の
生
活

支
援
、
シ
ス
テ
ム
導

入
ほ
か

町
道
等
災
害
復
旧
業
務

６
，６
１
８
万
円

6
・
7
月
の
集
中
豪

雨
で
被
災
し
た
町
道

等
の
補
修

農
地
利
用
効
率
化
等
支

援
事
業

１
，０
１
９
万
4
千
円

農
業
地
利
用
の
集
約

化
を
目
指
し
て
取
組

む
こ
と
で
機
械
や
施

設
の
導
入
を
補
助

観
光
施
設
持
続
化
支
援

９
４
３
万
3
千
円

温
泉
や
ゴ
ル
フ
場
施

設
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で

利
用
者
が
減
少
し
て

も
維
持
費
等
に
多
額

の
費
用
が
必
要
な
施

設
の
持
続
化
を
支
援

教
育
関
連
施
設
の
修
繕

５
６
２
万
4
千
円

雪
害
や
老
朽
化
に
よ

り
傷
ん
だ
施
設
を
修

繕
（
ニ
セ
コ
小
学
校

体
育
館
、
水
泳
プ
ー

ル
、
給
食
セ
ン
タ
ー

洗
浄
機
）

[

そ
の
他
事
業
（
抜
粋
）]

〇�

北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス

テ
ム
協
議
会
負
担
金

１
１
７
万
5
千
円

〇�

条
例
改
正
等
例
規
整
備
業

務
委
託�

　
　�

　
88
万
円

〇
参
議
院
議
員
選
挙
事
務
費

22
万
4
千
円

〇�

先
進
地
視
察
（
ド
イ
ツ
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
）
旅
費
・
負

担
金�

１
５
６
万
7
千
円

〇
中
央
倉
庫
群
営
繕
工
事

66
万
7
千
円

〇�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
促
進
事
業�

２
３
８
万
3
千
円

〇�

子
育
て
生
活
世
帯
支
援
特

別
給
付
金
　
8
０
０
万
円

〇�
ニ
セ
コ
町
介
護
保
健
サ
ー

ビ
ス
体
制
最
適
化
検
討
業

務
委
託
料 

　

２
２
９
万
6
千
円

〇�

土
地
取
得
に
対
す
る
分
筆

測
量
業
務
委
託
料

2
３
８
万
3
千
円

〇
林
業
振
興
事
業
　
71
万
円

〇�

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
起
業
者

等
サ
ポ
ー
ト
事
業２

０
０
万
円

〇�

ア
ン
ヌ
プ
リ
ト
イ
レ
修
繕

工
事��

2
７
５
万
円

〇�

ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
自

動
ド
ア
　
　
　�

　
70
万
円

サツマイモ定植機

 補正予算の審議 
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調
査
期
日

　��

令
和
4
年
7
月
12
・
13
・
14
・

20
日
（
4
日
間
）

出
席
委
員

　
委

員

長
　
篠
原
　
正
男

　
副
委
員
長
　
斉
藤
う
め
子

　
委
　
　
員
　
榊
原
　
龍
弥

　
委
　
　
員
　
小
松
　
弘
幸

調
査
事
項

　
総
務
、
財
務
、
税
務
、
企
画
、

社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、
環
境
衛

生
、
交
通
安
全
、
住
民
基
本
台

帳
・
戸
籍
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
そ

の
他
総
務
常
任
委
員
会
の
所
管
す

る
事
務
。

　
調
査
方
法
は
、
事
前
に
担
当
課

へ
質
問
事
項
を
回
付
し
、
質
疑
応

答
を
行
う
。
ま
た
学
校
や
最
終
処

分
場
な
ど
の
現
地
調
査
も
実
施
。

調
査
結
果

総
務
課
関
係

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な

ど
財
政
出
動
が
増
え
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
、
中
長
期
的
な
視
点
を

持
っ
て
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め

ら
れ
た
い
。

②
ニ
セ
コ
町
が
取
り
組
む
方
向
性

を
明
確
に
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ

た
い
。

町
民
生
活
課

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

率
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

企
画
環
境
課
関
係

①
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
予
約
が
取
れ

な
い
実
態
が
あ
る
。
利
用
実
態
を

把
握
し
て
地
域
交
通
を
多
角
的
に

検
討
し
、
課
題
解
消
を
図
ら
れ
た

い
。

②
地
下
水
の
保
全
に
際
し
関
係
す

る
デ
ー
タ
等
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
情
報
集
積
の
た
め
の
制
度

策
定
な
ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た

い
。

町
民
学
習
課
関
係

①
ニ
セ
コ
み
ら
い
ラ
ボ
に
つ
い
て

は
、
学
校
と
の
情
報
交
換
を
密
に

し
て
事
業
内
容
等
の
充
実
に
努
め

ら
れ
た
い
。

※��

調
査
結
果
は
9
月
定
例
会
で
報

告
し
て
い
ま
す
。

※�

次
の
調
査
内
容
は
、
一
部
を
抜

粋
し
た
も
の
で
す

Ｑ　

職
員
の
定
年
が
65
歳
に
な
り
、

再
任
用
管
理
職
員
の
処
遇
と
給
与

は
。

Ａ
　
経
過
措
置
に
よ
り
、
定
年
を

1
歳
ご
と
に
延
長
し
、
令
和
13
年

ま
で
に
65
歳
と
す
る
。
ま
た
、
定

年
ま
で
適
用
さ
れ
る
定
年
前
再
任

用
の
制
度
化
（
令
和
5
年
）
を
進

め
て
い
る
。

Ｑ　

事
務
処
理
の
改
善
と
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
、
ど
こ
ま
で
進
ん

定年延長・再任定年延長・再任
用制度、自治体用制度、自治体
ＤＸなどＤＸなど
（総務課）（総務課）

担当課からの聞き取り（町民ホール）

ま
ち
の
仕
事
の
詳
細
を
調
査
し
ま
し
た

【
総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
】
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で
い
る
の
か
。

Ａ
　
ど
こ
ま
で
を
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
の
か
は
見
通
せ
て
い
な
い
。
出

来
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

各
課
の
業
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
検

討
を
行
な
う
。
総
務
課
で
は
、
勤

怠
管
理
、
出
退
勤
管
理
、
休
暇
管

理
、
旅
行
命
令
、
人
事
届
け
な
ど

の
電
子
化
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

他
に
、
令
和
5
年
か
ら
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
行
な
う
。
不
在

者
投
票
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
は
7

月
10
日
か
ら
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必

要
と
な
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
も
大
切
。

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
は
、

人
材
育
成
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ま

で
、
当
町
で
は
担
当
者
が
個
々
に

研
鑽
し
て
対
応
し
て
き
た
が
、
今

後
、
技
術
的
な
面
で
い
か
に
担
保

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
解
決

策
が
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
外
部

人
材
を
短
期
間
雇
用
で
配
置
し
て

も
、
実
作
業
は
進
ま
な
い
。
人
材

確
保
は
課
題
で
あ
る
。

　�Ｑ　

ワ
ゴ
ン
車
を
利
用
し
た
循
環

バ
ス
の
運
行
を
再
度
検
討
で
き
な

い
か
（
予
約
が
と
れ
な
い
不
満
が

あ
る
）。

Ａ
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
に
対
す

る
財
源
（
国
庫
補
助
金
）
は
２
７

０
万
円
程
度
。
ワ
ゴ
ン
車
運
行
を

１
台
増
や
す
と
、
経
費
は
１
４
０

０
万
ぐ
ら
い
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
に
予
約
で
き
な
い
旨
の
声

は
届
い
て
い
な
い
。
同
時
・
同
方

面
へ
の
予
約
が
重
な
っ
た
と
き
の

対
応
は
、
運
行
事
業
者
に
改
善
を

指
示
し
て
い
る
。
循
環
運
行
で
は
、

乗
車
密
度
は
上
が
ら
な
い
。
町
外

か
ら
の
来
訪
者
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
で
予
約
が
取
れ
な
い
と
い
う

認
識
は
な
い
。
周
遊
運
行
に
つ
い

て
は
、
冬
季
間
に
バ
ス
を
走
ら
せ
、

実
証
運
行
は
4
年
目
と
な
る
。
デ

マ
ン
ド
運
行
は
、
台
数
を
増
や
す

の
で
は
な
く
、
乗
車
率
を
増
や
せ

る
よ
う
考
え
た
い
。
利
用
者
に
は
、

待
ち
時
間
な
ど
を
も
う
少
し
我
慢

し
て
ほ
し
い
。
予
約
シ
ス
テ
ム
は
、

ス
マ
ホ
な
ど
に
対
応
で
き
れ
ば
良

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

福
井
地
区
で
の
助
け
合
い
交

通
に
つ
い
て
、
町
内
各
所
へ
の
横

展
開
の
状
況
は
。

Ａ
　
他
地
域
へ
は
波
及
し
て
い
な

い
。

　�Ｑ　

ニ
セ
コ
み
ら
い
ラ
ボ
（
公
営

塾
）
の
活
動
内
容
は
。

Ａ
　
対
象
は
高
校
生
ま
で
。
現
在

は
、
小
学
生
ま
で
に
限
定
し
て
い

る
。
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
を

確
保
す
る
た
め
、
小
学
生
に
合
わ

せ
て
い
る
の
が
実
情
。
今
後
、
中

高
生
向
け
の
企
画
も
考
え
た
い
。

Ｑ　

サ
フ
ォ
ー
ク
牧
羊
舎
の
活
用

方
策
は
。

Ａ
　
年
内
に
屋
外
展
示
場
と
し
て

農
機
具
等
を
展
示
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。
今
年
、
当
該
施
設

は
雪
害
に
よ
る
破
損
を
修
理
し
た
。

展
示
以
外
の
活
用
方
針
は
、
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
。
お
金
が
か
か

る
こ
と
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
考

え
た
い
。

Ｑ　

有
島
没
後
１
０
０
年
。
こ
れ

に
つ
い
て
の
事
業
展
開
は
。

Ａ
　
パ
ネ
ル
展
を
札
幌
市
電
内

や
、
地
下
歩
行
空
間
で
行
う
。
実

施
時
期
は
、
雪
ま
つ
り
に
あ
わ
せ

て
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
他
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
朗
読
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
な
う
予
定
。

マイナンバーカードのサンプル

にこっとバスのにこっとバスの
運行など運行など
（企画環境課）（企画環境課）

みらいラボの活みらいラボの活
動、有島記念館動、有島記念館
などなど
（町民学習課）（町民学習課）

所管事務調査ってなに？
　ニセコ町議会では、2つの常任委員会（総務、産業建設）

を設置しています。

　所管事務調査は各常任委員会が自主的にテーマを設定し、

それぞれに役場の仕事などについて調査を行うものです。

サフォーク牧羊舎
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一 般 質 問
　一般質問とは、議員が町長や教育長などに対して施策の内容や将来の方針などについて質問

するものです。令和4年（2022年）第7回ニセコ町議会定例会（会期9月8～15日）では、5名

の議員から11件の一般質問が提出されました。ここでは要約したものを掲載します。詳細は

ニセコ町議会ホームページの会議録をご覧ください。また、会議録は議会事務局（ニセコ町役

場3階）で閲覧することができます。

 

斉藤うめ子　議員
・候補者男女均等法について
・男性へのHPVワクチンの接種を
・ニセコ高校魅力化プロジェクトが真に目指すものは何か
・コミュニティ・スクールに主権者教育の場を

P08

 

高木直良　議員
・�カーボンニュートラル目標（2050目標）達成に向けての現状評価
と今後に必要な施策について

・綺羅街道商店街の活性化について
・�ニセコ町におけるリゾート関連開発に対する総量規制等の検討に
ついて

P09

 

篠原正男　議員
・役場庁舎の防犯カメラ運用等について
・ニセコ高校生徒募集について

P10

 

青羽雄士　議員
・ニセコ中学校における「部活動指導員制度」について

P11

 

小松弘幸　議員
・エアコン設置の必要性について

P12

 

　議会では議案や資料などにより議論が行われ、決議を行いま
す。議員は多様な視点から議事を進めていきますので、たくさ
んの質疑や発言が行われます。「議会だより」では議事内容を
抜粋して編集していますが、ホームページで公開
している議事録は、会議中のすべての発言を確認
することができます。

https://town.niseko.lg.jp/chosei/gikai

議会のホームページをご活用ください。
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Ｑ　

改
正
候
補
者
男
女
均
等
法
に

は
地
方
自
治
体
の
責
務
と
し
て
必

要
な
施
策
を
策
定
・
実
行
、
実
態

調
査
・
情
報
収
集
を
明
記
し
て
い

る
。
そ
の
必
要
な
施
策
を
挙
げ
る

こ
と
、さ
ら
に
啓
発
活
動
（
６
条
）、

環
境
整
備（
７
条
）、人
材
育
成（
８

条
）、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
相

談
体
制
（
改
正
９
条
）
が
新
設
さ

れ
た
が
そ
の
推
進
体
制
を
ど
の
よ

う
に
、
い
つ
ご
ろ
ま
で
整
え
る
の

か
伺
う
。

Ａ
町
長　

人
材
育
成
を
実
践
し
て

い
る
団
体
な
ど
へ
の
補
助
金
を
交

付
し
人
材
育
成
に
努
め
た
い
。

Ｑ　

町
長
は
「
改
正
候
補
者
男
女

均
等
法
」
を
遵
守
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

Ａ
町
長　

法
律
を
遵
守
す
る
の
は

我
々
の
使
命
で
あ
り
、
遵
守
し
て

進
め
た
い
。

Ｑ　

ニ
セ
コ
町
に
は
能
力
の
あ
る

人
材
が
あ
ふ
れ
て
い
る
が
そ
の
才

能
・
能
力
を
発
揮
す
る
場
が
な
い
。

町
長
の
本
気
度
を
伺
い
た
い
。

Ａ
町
長　

ニ
セ
コ
町
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
の
指
定
を
受
け
政
治
に

等
し
く
参
加
で
き
る
状
況
を
つ
く

る
こ
と
は
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
。

具
体
的
に
必
要
な
提
言
の
検
討
を

進
め
た
い
。

Ｑ
２　

男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を

　

海
外
で
は
20
か
国
以
上
が
男
性

の
定
期
接
種
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
88
％
、
ア

メ
リ
カ
で
は
64
％
、
日
本
も
２
０

２
０
年
12
月
に
厚
生
労
働
省
が
男

性
に
接
種
す
る
こ
と
を
可
能
と
し

た
。
男
性
へ
の
公
的
助
成
を
し
て

は
い
か
が
か
。

Ａ
町
長　

今
年
８
月
４
日
の
厚
生

省
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
で

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
男
性
へ
の
接

種
が
取
り
上
げ
ら
れ
４
価
の
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
一
部
の
癌
や
尖
圭

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の
予
防
の
適
用
拡

大
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
男
性
へ

の
定
期
予
防
接
種
は
国
の
方
針
に

基
づ
い
て
今
後
検
討
し
て
行
き
た

い
。

Ｑ　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
は
性
的
接
触

に
よ
っ
て
男
性
か
ら
感
染
す
る
性

感
染
症
の
一
種
で
性
的
接
触
の
な

い
女
性
は
感
染
し
な
い
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
男
性
か
ら
始
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
男
性
へ
の

接
種
は
海
外
で
は
咽
頭
が
ん
、
肛

門
が
ん
、
直
腸
が
ん
、
陰
茎
が
ん
、

尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
な
ど
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
は
非
常
に
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
町
長　

現
在
、
厚
生
労
働
省
の

専
門
分
科
会
で
真
摯
に
検
討
を
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
医

学
的
見
地
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段

階
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
３　

ニ
セ
コ
高
校
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
真
に
目
指
す
も
の
は

Ａ
教
育
長　

高
等
学
校
魅
力
化
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
地
域
創
生

の
観
点
か
ら
地
域
と
連
携
協
働
し
、

生
徒
か
ら
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
ニ

セ
コ
高
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
検
討
協
議
す
る
。

Ｑ　

ま
ず
教
育
委
員
会
が
視
察
研

修
の
前
に
ニ
セ
コ
高
校
を
ど
う
す

る
か
徹
底
的
に
勉
強
し
て
欲
し
い
。

ニ
セ
コ
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
は
世

界
中
か
ら
認
め
ら
れ
、
そ
の
環
境

を
活
か
し
た
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
に
力

を
入
れ
て
ニ
セ
コ
高
校
魅
力
化
の

目
玉
と
し
て
は
ど
う
か
。
世
界
中

か
ら
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
教
育

を
推
進
す
る
こ
と
が
魅
力
化
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
教
育
長　

町
内
の
委
員
だ
け
の

視
点
で
は
な
く
幅
広
い
意
見
を
取

り
入
れ
ニ
セ
コ
高
校
が
本
当
に
魅

力
的
な
学
校
に
で
き
る
か
を
探
さ

ね
ば
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
４　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
（
以
下
Ｃ
Ｓ
）
に
主
権
者
教
育

の
場
を

　

Ｃ
Ｓ
の
活
動
に
は
子
ど
も
た

ち
の
「
声
」
が
聞
こ
え
て
こ
な

い
。
子
ど
も
の
主
体
性
を
反
映
す

る
活
動
に
は
幼
児
か
ら
児
童
・
生

徒
の
思
い
・
考
え
・
夢
や
理
想
を

語
り
合
え
る
議
論
を
重
ね
る
こ
と

が
「
主
権
者
教
育
」
の
元
と
な
る

の
で
は
な
い
か
。

Ａ
教
育
長　

町
で
は
子
ど
も
議
会

や
小
・
中
学
生
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
で
主
権
者
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
世
界
で
一

番
自
由
な
学
校
と
言
わ
れ
る
サ
マ

ー
ヒ
ル
・
ス
ク
ー
ル
を
視
察
し
た

こ
と
が
あ
る
。
毎
週
フ
ラ
イ
デ

ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
４
歳

か
ら
17
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
全

員
が
議
論
し
て
物
事
を
決
め
て
い

く
。
欧
米
で
は
幼
児
期
か
ら
主
権

者
教
育
の
場
が
あ
る
。

Ａ
教
育
長　

日
本
に
お
い
て
は
学

習
指
導
要
領
が
基
本
で
発
達
段
階

に
応
じ
て
主
権
者
教
育
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

一般質問　斉藤うめ子　議員

候補者男女均等法　ニセコ町の責務
は

政治分野における男女共同参画の法
律を遵守する



10 9� ニセコ町�議会だより　第191号��2022年11月発行ニセコ町�議会だより　第191号��2022年11月発行

Ｑ　

町
は
２
０
２
０
年
７
月
の

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
で
「
２

０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２

実
質
ゼ
ロ
」
を

目
標
と
し
た
。
⑴
’13
年
以
来
の
取

組
み
の
評
価
と
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
数

量
的
な
実
績
。
⑵
’25
年
や
’30
年
の

目
標
数
値
、
町
自
ら
の
施
策
と
町

民
や
民
間
各
種
事
業
者
が
行
う
施

策
の
説
明
を
求
め
る
。

Ａ
町
長　

⑴
町
は
環
境
モ
デ
ル
都

市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

脱
炭
素
の
取
組
み
を
着
実
に
進
め

つ
つ
あ
る
。
公
営
住
宅
の
窓
を
ペ

ア
ガ
ラ
ス
の
樹
脂
サ
ッ
シ
に
変
え

る
な
ど
の
省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
。

町
の
施
設
で
は
’21
年
度
に
’13
年
度

比
で
５
４
５
㌧
、
20
・
４
％
を
削

減
し
た
。
⑵
’30
年
度
の
目
標
数
値

は
’15
年
度
対
比
▲
44
％
だ
。
町
と

(

株)

ニ
セ
コ
ま
ち
が
連
携
し
豪
雪

地
帯
向
け
太
陽
光
発
電
の
先
導
モ

デ
ル
の
構
築
に
取
り
組
む
な
ど
建

物
由
来
の
排
出
抑
制
対
策
の
促
進

を
図
り
、
さ
ら
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
へ
の
調
査
検
討
を

進
め
て
い
く
。

Ｑ　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
実

情
を
危
惧
し
て
、
目
標
達
成
の
た

め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
示
し
た
が
、
実

際
は
進
ん
で
い
な
い
。

Ａ
企
画
環
境
課
長　

37
項
目
の
う

ち
、
12
項
目
は
、
着
実
に
進
ん
で

い
る
。
ま
た
、
環
境
省
の
「
脱
炭

素
先
行
地
域
」
の
選
定
に
新
提
案

で
の
応
募
を
準
備
中
だ
。
’30
年
度

ま
で
に
44
％
削
減
に
向
け
て
努
力

し
た
い
。

Ｑ　

新
た
な
提
案
施
策
と
従
来
と

の
相
違
点
は
何
か

Ａ
企
画
環
境
課
長　

新
た
に
２
０

０
０
ｍ
級
大
深
度
の
地
熱
を
利
用

し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
湯
と
総

合
体
育
館
の
暖
房
等
に
回
す
こ
と

や
、
プ
ー
ル
へ
の
活
用
も
考
え
る
。

Ｑ　

大
深
度
地
中
熱
利
用
や
Ｐ
Ｐ

Ａ
事
業
者
の
設
立
な
ど
の
事
例
は

実
現
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

Ａ
企
画
環
境
課
長　

事
例
の
な
い

事
業
で
、
少
し
課
題
が
あ
る
。

Ａ
町
長　

削
減
の
道
筋
を
、
各
省

庁
に
提
案
し
懇
談
し
て
い
る
。

Ｑ
２　

綺
羅
街
道
の
再
活
性
化
を

　

綺
羅
街
道
は
今
年
で
満
20
年
を

迎
え
る
。
⑴
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

踏
ま
え
つ
つ
市
街
地
の
中
心
で
あ

る
綺
羅
街
道
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
・
活
性
化
に
向
け
た
さ
ら
な
る

取
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
⑵

新
街
区
「
ニ
セ
コ
ミ
ラ
イ
」
の
形

成
、
道
の
駅
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

関
連
づ
け
た
綺
羅
街
道
の
再
活
性

化
プ
ラ
ン
の
検
討
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ａ
町
長　

商
工
会
は
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
取
組
み
を
行
い
会
員
数
の
増

加
な
ど
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。
綺
羅
街
道
で
も
新
た
な
飲
食

店
や
小
売
サ
ー
ビ
ス
業
が
増
え
つ

つ
あ
る
。「
き
ら
き
ら
市
」、「
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」、「
朝
市
」
な
ど
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
は
現
在
も
継
続
し

て
い
る
。
今
後
、
閉
店
さ
れ
た
店

舗
施
設
の
再
活
用
な
ど
に
つ
な
げ

る
た
め
、
商
工
会
と
連
携
し
マ
ッ

チ
ン
グ
相
談
や「
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

の
Ｐ
Ｒ
強
化
な
ど
を
進
め
た
い
。

Ｑ　

オ
ー
プ
ン
バ
ス
活
用
で
道
の

駅
～
綺
羅
街
道
～
街
区
を
つ
な
ぐ

宣
伝
効
果
も
検
討
す
べ
き
。

Ａ
商
工
観
光
課
長　

道
の
駅
の
再

整
備
と
合
わ
せ
、
点
と
点
を
つ
な

ぐ
綺
羅
街
道
の
役
割
、
す
て
き
な

街
並
み
を
歩
い
て
も
ら
え
る
よ
う

な
紹
介
を
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
３　

リ
ゾ
ー
ト
関
連
開
発
の
総

量
規
制
等
の
検
討
を
す
べ
き

　

全
国
で
も
特
異
な
海
外
マ
ネ
ー

に
よ
る
投
資
目
的
の
開
発
案
件
が

増
え
、
現
行
の
規
制
で
は
住
民
の

要
望
は
通
ら
ず
、
環
境
面
で
の
不

安
も
起
き
て
い
る
。
最
近
、
町
水

道
の
新
水
源
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
で

近
隣
の
民
間
工
場
井
戸
水
位
に
影

響
が
出
た
た
め
調
査
を
中
止
し
た
。

（
１
）
開
発
行
為
は
住
環
境
、
農

作
業
、
イ
ン
フ
ラ
、
除
雪
・
排
雪

な
ど
周
辺
の
生
活
や
植
生
、
地
下

水
、
温
泉
源
、
汚
水
・
排
水
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出
な
ど
の
自
然
環
境
へ
の
負

荷
を
与
え
る
。
こ
れ
を
ト
ー
タ
ル
で

と
ら
え
、
総
量
規
制
等
を
検
討
す
べ

き
だ
。（
２
）「
ホ
テ
ル
や
別
荘
な
ど

建
築
で
き
る
区
域
を
総
面
積
の
３

％
に
限
定
」
の
事
例
や
沖
縄
県
恩

納
村
の
土
地
利
用
基
本
計
画
策
定

を
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
町
長　

訴
訟
リ
ス
ク
を
乗
り
越

え
て
の
総
量
規
制
の
合
理
性
を
制

度
設
計
す
る
の
は
相
当
難
し
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
事
例
紹
介
が
あ
っ

た
が
、
海
外
の
法
制
度
と
日
本
の

法
制
度
は
違
い
、
相
当
な
工
夫
が

い
る
。
本
年
度
か
ら
本
町
に
お
い

て
は
地
域
ご
と
に
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
各
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
建
築
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

を
考
え
て
い
る
。

Ａ
都
市
建
設
課
長　

ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
地
域
ご
と
に
問
題
点
、
課
題

点
を
整
理
し
て
つ
く
る
。
恩
納
村

も
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

一般質問　高木直良　議員

脱炭素プランの各種取組は進んでい
ないのではないか

「脱炭素先行地域」に新提案で応募
するなど努力する
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Ｑ　

防
犯
カ
メ
ラ
運
用
等
に
つ
い

て
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
目
的
、
及

び
、
管
理
運
用
の
取
り
扱
い
基
準

の
有
無
。

⑵
学
校
等
へ
の
設
置
を
急
ぐ
べ
き
。

Ａ
町
長　

新
庁
舎
の
防
犯
カ
メ
ラ

は
、
適
切
な
施
設
管
理
及
び
防
犯

上
の
観
点
や
危
機
管
理
対
策
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
設
置
し
た
。

　

庁
舎
内
外
に
26
台
の
カ
メ
ラ
を

設
置
、
自
動
的
に
録
画
が
行
わ
れ
、

約
２
か
月
保
存
さ
れ
、
防
犯
上
な

ど
の
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
、
必

要
に
応
じ
て
確
認
を
行
う
。
な
お
、

警
察
な
ど
外
部
組
織
へ
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
つ
つ
事
案
に
即
し
て
取

り
扱
う
。

　

そ
の
ほ
か
に
町
有
施
設
41
か
所

中
、
７
か
所
37
台
を
設
置
。

　

新
規
設
置
は
、
慎
重
な
対
応
と

と
も
に
警
察
等
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
つ
つ
協
議
を
し
た
い
。

Ａ
教
育
長　

学
校
施
設
等
は
未
設

置
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
の
資
料

を
参
考
に
し
つ
つ
、
防
犯
や
安
全

面
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
例
え
ば

児
童
・
生
徒
の
無
断
外
出
な
ど
の

把
握
な
ど
に
も
役
立
つ
と
考
え
て

お
り
、
今
後
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

例
規
上
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
運

用
基
準
が
な
い
こ
と
が
問
題
。
未

整
備
の
状
況
を
早
急
に
是
正
す
る

こ
と
が
必
要
。

Ａ
総
務
課
長　

公
共
施
設
に
お
け

る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
管
理
運

用
に
関
す
る
基
準
を
設
け
て
い
な

い
。
早
々
に
規
定
・
基
準
を
設
け

た
い
。
た
だ
、
個
人
情
報
保
護
法

の
改
正
が
あ
り
、
関
係
条
例
等
の

見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ

の
基
準
に
つ
い
て
は
当
該
施
設
の

管
理
職
等
と
も
協
議
し
な
が
ら
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

法
改
正
と
は
別
問
題
で
あ
り
、

そ
も
そ
も
こ
の
運
用
基
準
が
条
文

化
さ
れ
て
い
な
い
中
で
運
用
す
る

こ
と
が
問
題
。
気
づ
い
た
時
点
で

早
急
に
対
応
す
べ
き
。

Ａ
総
務
課
長　

優
先
し
て
制
定
す

る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

学
校
等
へ
の
設
置
は
、
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
一
つ
で

は
な
い
か
。

Ａ
教
育
長　

安
全
対
策
上
、
個
人

情
報
保
護
に
十
分
配
慮
し
た
上
で
、

町
と
連
携
し
積
極
的
に
設
置
の
検

討
を
進
め
た
い
。

Ｑ
２　

ニ
セ
コ
高
校
生
徒
募
集
に

つ
い
て

　

本
定
例
会
資
料
の
「
教
育
行
政

報
告
」
に
ニ
セ
コ
高
校
生
徒
募
集

の
た
め
４
回
、
18
校
の
訪
問
の
体

制
と
あ
っ
た
が
、
何
を
重
点
と
し

て
い
る
か
。

Ａ
教
育
長　

近
年
ニ
セ
コ
高
校
の

入
学
者
数
は
定
員
割
れ
が
続
き
、

そ
の
対
策
と
し
て
令
和
２
年
度
か

ら
中
学
校
訪
問
を
増
や
し
学
校
説

明
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
か
ら

一
般
の
先
生
方
も
参
加
し
て
い
る
。

　

入
学
者
確
保
対
策
と
し
て
、
道

内
全
て
の
中
学
校
へ
「
学
校
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
」
等
を
送
付
す
る
一
方
、
道
外

生
徒
の
受
験
も
可
能
と
し
た
。

　

今
後
の
募
集
活
動
の
取
組
み
は
、

第
一
に
地
元
中
学
生
や
保
護
者
の

方
に
選
ん
で
も
ら
え
る
高
校
を
目

指
し
、
高
校
の
魅
力
化
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
な
機
会
の
増
加
を
重
点

と
し
、
地
域
か
ら
選
ば
れ
、
定
員

が
満
た
せ
る
高
校
を
目
指
す
。

Ｑ　

生
徒
募
集
は
高
校
と
町
、
教

育
委
員
会
が
一
緒
に
行
動
し
汗
を

流
す
こ
と
が
必
要
。

Ａ
教
育
長　

中
学
校
訪
問
は
、
遠

方
を
管
理
職
、
近
隣
を
一
般
教
諭

と
区
分
し
、
特
に
一
般
教
諭
が
即

答
で
き
な
い
場
合
は
、
後
日
答
え

る
仕
組
み
。
ま
た
、
学
校
と
の
連

携
は
、
高
校
教
育
係
と
本
年
度
配

置
の
高
校
改
革
係
が
学
校
と
十
分

協
議
し
、
学
校
の
自
主
的
・
主
体

的
な
取
組
み
を
支
援
し
て
お
り
、

危
機
感
と
当
事
者
意
識
持
ち
中
学

校
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

一
般
教
員
の
み
の
訪
問
を
問

題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
中

学
校
訪
問
を
積
極
的
に
進
め
、
町

立
高
等
と
し
て
、
学
校
任
せ
に
す

る
こ
と
な
く
行
政
職
員
（
教
育
委

員
会
管
理
職
等
や
ニ
セ
コ
高
校
魅

力
化
検
討
委
員
）
も
同
行
す
べ
き
。

共
同
で
行
う
こ
と
が
町
立
高
校
の

良
さ
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
汗
を
流

す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ
教
育
長　

ニ
セ
コ
の
状
況
を
十

分
理
解
し
た
先
生
方
の
訪
問
は
有

効
だ
が
、
ニ
セ
コ
中
学
生
か
ら
選

ば
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
全
道
、

道
外
か
ら
入
学
も
有
り
う
る
。　

道
教
委
は
地
域
創
生
の
観
点
で
、

管
内
で
の
パ
イ
の
奪
い
合
い
に
よ

ら
ず
、
移
住
等
も
含
め
、
地
域
創

生
に
役
立
つ
学
校
づ
く
り
を
提
唱

し
て
お
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て

そ
れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
議
員

ご
指
摘
の
魅
力
化
に
向
け
て
取
り

組
み
た
い
。

一般質問　篠原正男　議員

ニセコ町が設置する防犯カメラには運
用基準の条文化がなされていない

早急に善処する
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Ｑ　

国
は
学
校
の
働
き
方
改
革
を

踏
ま
え
た
部
活
動
の
改
革
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年

度
の
３
年
間
で
休
日
の
部
活
動
を

地
域
に
移
行
す
る
こ
と
を
図
っ
て

い
る
。
今
ま
で
部
活
動
は
教
師
の

献
身
的
な
長
時
間
勤
務
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
、
指
導
経
験
の
な
い
教

員
に
と
っ
て
は
大
変
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
た
。「
部
活
動
指
導

員
制
度
」
の
活
用
を
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
以
下

の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
休
日
部
活
動
を
地
域
へ
移
行
す

る
こ
と
の
進
捗
状
況
と
関
係
団
体

へ
の
周
知
に
つ
い
て
。

⑵
現
在
、
部
活
動
指
導
員
を
一
名

配
置
し
て
い
る
が
、
今
後
の
人
材

確
保
に
つ
い
て
。

⑶
教
員
の
転
勤
に
伴
う
近
隣
町
村

と
の
足
並
み
に
つ
い
て
。

Ａ
教
育
長　

⑴
町
で
は
、
学
校
に

お
け
る
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
る
た

め
「
ニ
セ
コ
町
休
日
部
活
動
の
地

域
移
行
検
討
協
議
会
」
を
設
置
し
、

第
一
回
目
の
会
議
を
９
月
16
日
に

予
定
し
て
い
る
。
今
後
２
回
会
議

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
モ
デ
ル

事
業
実
施
の
先
進
的
な
道
内
自
治

体
を
視
察
し
、
地
域
と
し
て
の
課

題
や
町
と
し
て
の
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
予
定
だ
。
中
学

校
の
ほ
か
、
ニ
セ
コ
町
体
育
協
会

や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
各
団
体

の
委
員
を
通
し
て
周
知
を
進
め
て

い
く
。

⑵
ニ
セ
コ
町
で
は
昨
年
か
ら
中
学

校
の
卓
球
部
に
部
活
動
指
導
員
一

名
を
配
置
し
て
い
る
が
、
教
員
の

負
担
軽
減
に
も
な
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
は
技
術
的
な
向
上
も
見
ら
れ

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
北

海
道
の
部
活
動
指
導
員
配
置
促
進

事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
報
酬
と

交
通
費
を
国
と
道
で
３
分
の
２
、

町
が
３
分
の
１
を
も
つ
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
こ
の
補
助
金
を
活

用
し
、
近
隣
の
町
村
の
情
報
等
も

把
握
し
な
が
ら
人
材
確
保
を
進
め

て
い
き
た
い
。

⑶
近
年
教
員
は
６
年
を
基
本
に
異

動
す
る
た
め
、
指
導
で
き
る
教
員

の
異
動
を
把
握
し
な
が
ら
配
置
促

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

指
導
者
が
い
ろ
い
ろ
変
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
指
導

内
容
に
対
し
て
迷
い
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
る
。
部
活
動
指
導
員
制
度

は
休
日
だ
け
で
な
く
平
日
に
も
適

用
で
き
る
の
で
、
休
日
も
平
日
も

同
じ
指
導
員
に
任
せ
る
こ
と
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
部
活
に
対
し
て
熱
心
な

教
員
も
い
る
と
思
う
の
で
、
そ
う

い
っ
た
教
員
の
職
務
を
奪
う
も
の

で
も
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
教

員
が
休
日
に
部
活
動
を
み
る
に
あ

た
っ
て
、
部
活
指
導
員
と
し
て
兼

職
で
き
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
指

導
員
の
身
分
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
教
育
長　

教
員
が
勤
務
時
間
以

後
や
休
日
に
部
活
指
導
し
た
い
場

合
に
は
、
仕
事
と
し
て
で
は
な
く
、

例
え
ば
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

の
指
導
者
と
し
て
の
兼
職
は
可
能

だ
。
そ
の
場
合
、
時
間
外
手
当
で

は
な
く
報
酬
と
な
る
。

　

人
材
に
つ
い
て
は
、
町
内
だ
け

で
は
賄
い
き
れ
な
い
部
分
も
あ
る

の
で
、
近
隣
の
町
村
と
も
連
携
し
、

協
力
体
制
が
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

現
在
、
パ
ー

ト
の
会
計
年
度
任
用
職
員
で
、
報

酬
は
時
間
給
で
一
時
間
１
４
７
８

円
と
な
る
。

Ｑ　

こ
の
制
度
を
確
立
し
て
広
め

る
た
め
に
は
、
ど
こ
か
の
地
域
が

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
り
な
が
ら

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、
教
員
の

異
動
の
た
び
に
混
乱
が
生
じ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
。

Ａ
教
育
長　

我
々
も
部
活
動
指
導

員
の
人
材
確
保
に
あ
た
っ
て
は
そ

の
辺
り
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
や
は
り
こ
れ
だ
け
人
口

が
減
り
、
中
学
校
の
部
活
動
も
だ

ん
だ
ん
減
っ
て
い
く
中
で
、
専
門

に
指
導
で
き
る
人
材
を
確
保
す
る

た
め
に
は
広
域
的
な
考
え
方
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

地
域
移
行
検
討
協
議
会
で
最
終

的
に
は
課
題
を
整
理
す
る
が
、
人

材
確
保
に
関
し
て
は
管
内
の
教
育

長
部
会
の
な
か
で
も
共
有
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一般質問　青羽雄士　議員

部活動指導員の人材確保をどうする
か

管内で情報共有できるよう、広域的
に取り組む

中学校の部活動の様子
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Ｑ　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
ニ

セ
コ
町
で
も
７
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
気
温
が
25
度
以
上
に
達
す
る

夏
日
や
、
30
度
を
超
え
る
真
夏
日

に
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　

札
幌
管
区
気
象
台
に
よ
る
倶
知

安
観
測
所
の
気
象
デ
ー
タ
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
２
０
１
９
年
以
降
、

夏
日
が
急
増
し
、
昨
今
で
は
最
高

気
温
は
34
・
４
度
で
、
９
月
に
夏

日
が
５
日
以
上
あ
る
と
デ
ー
タ
が

示
さ
れ
て
い
る
。
高
温
に
な
る
と
、

熱
中
症
が
原
因
で
救
急
搬
送
さ
れ

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
気
候
の

変
化
に
伴
い
、
暑
さ
か
ら
身
を
守

り
、
住
民
が
健
康
に
過
ご
す
た
め

に
は
、
こ
こ
ニ
セ
コ
に
お
い
て
も

エ
ア
コ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
。
特
に
高
齢
者
な
ど
体
力
の

弱
い
人
た
ち
は
心
配
だ
。
エ
ア
コ

ン
設
置
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
設
置
に
つ
い

て
の
支
援
は
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
町
長　

令
和
３
年
４
月
に
策
定

し
た
「
ニ
セ
コ
町
気
候
変
動
適
応

方
針
」
の
中
で
の
統
計
で
は
、
夏

日
及
び
真
夏
日
の
年
間
日
数
は
長

期
的
な
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
、
10

年
あ
た
り
で
そ
れ
ぞ
れ
１
・
６
日
、

０
・
２
日
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
将
来
予
測
さ
れ
る

影
響
と
し
て
、
健
康
面
で
は
熱
中

症
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
や
医
療
機

関
受
診
者
の
増
加
が
想
定
さ
れ
て

お
り
、
適
応
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
健
康
へ
の
影
響
に
関
す
る

情
報
提
供
と
対
策
予
防
の
普
及
啓

発
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

現
状
の
取
組
み
は
こ
の
方
針
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
状
況
。
ま

た
、
高
齢
者
に
関
す
る
ニ
セ
コ
消

防
で
の
屋
内
の
熱
中
症
と
思
わ
れ

る
搬
送
件
数
（
救
急
出
動
）
は
、

平
成
30
年
度
が
１
件
、
令
和
元
年

度
が
１
件
、
令
和
２
年
度
が
５
件
、

令
和
３
年
度
が
３
件
、
令
和
４
年

度
２
件
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ト

ー
タ
ル
12
件
の
内
訳
は
夏
の
時
期

が
３
件
で
、
他
は
夏
以
外
の
時
期

に
発
生
し
て
お
り
、
締
め
切
っ
た

部
屋
で
の
暖
房
な
ど
の
影
響
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
全
国
で
は
40
度
を
超
え
る

酷
暑
日
も
観
測
さ
れ
て
い
る
が
、

現
状
で
ニ
セ
コ
町
で
は
そ
こ
ま
で

の
影
響
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、

エ
ア
コ
ン
設
置
の
支
援
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

新
規
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
に
は
エ
ア
コ
ン
専
用
の
コ
ン
セ

ン
ト
の
新
設
や
配
管
を
通
す
穴
も

開
け
る
。
ま
た
、
室
外
機
設
置
場

所
に
よ
っ
て
は
エ
ア
コ
ン
本
体
よ

り
も
工
事
代
金
の
費
用
負
担
が
高

く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ

こ
で
、
熱
中
症
に
よ
る
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
住
宅
に
冷
房
機

が
未
設
置
の
障
害
者
が
い
る
世
帯

や
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
を
対
象
に
、
購
入
先
は
町

内
の
販
売
店
、
業
者
に
限
っ
て
依

頼
し
た
場
合
の
み
補
助
す
る
、
町

独
自
の
補
助
金
制
度
を
制
定
で
き

な
い
か
。
既
に
補
助
金
制
度
を
制

定
さ
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
保
健
福
祉
課
長　

高
齢
者
の
中

に
は
エ
ア
コ
ン
の
風
が
寒
い
と
感

じ
る
人
も
い
る
。
住
宅
に
よ
っ
て

は
電
気
料
が
か
さ
む
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
。
熱
中
対
策
に
特
化
す
る

と
、
健
康
管
理
が
一
番
重
要
で
あ

り
、
諸
問
題
を
整
理
す
る
に
あ
た

っ
て
、
町
が
エ
ア
コ
ン
設
置
を
支

援
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

総
合
的
に
合
わ
せ
た
支
援
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
エ
ア
コ
ン
を
つ

け
る
だ
け
で
な
く
、
エ
ア
コ
ン
と

セ
ッ
ト
で
住
宅
を
改
修
す
る
な
ど

ニ
セ
コ
町
が
目
指
す
Ｃ
Ｏ
２

削
減

に
つ
な
が
る
総
合
的
な
対
策
を
含

め
て
今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ　

工
事
が
で
き
な
い
場
合
に
限

っ
て
は
、
窓
枠
な
ど
に
固
定
し
て

設
置
す
る
冷
房
機
本
体
の
費
用
及

び
設
置
費
用
も
補
助
対
象
に
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
伺
う
。

Ａ
保
健
福
祉
課
長　

風
冷
扇
と
い

う
冷
た
い
風
の
出
る
扇
風
機
も
あ

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
保
健
師

が
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
す
る
際

に
は
、
熱
中
症
に
限
ら
ず
、
健
康

管
理
、
特
に
最
近
多
い
の
が
認
知

症
な
ど
の
将
来
不
安
や
諸
々
多
く

の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
だ
。

　

で
き
る
限
り
個
々
の
問
題
に
対

応
す
る
よ
う
心
が
け
た
い
。

Ａ
町
長　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ニ
セ
コ
ハ
イ
ツ
も
病
室
に
何
人
か

入
っ
て
お
り
、
最
近
暑
く
な
っ
て

き
た
の
で
、
そ
れ
を
大
変
私
ど
も

心
配
し
エ
ア
コ
ン
設
置
の
打
診
を

現
場
に
し
た
が
、
ご
高
齢
の
皆
さ

ん
は
現
状
で
も
寒
く
感
じ
る
方
が

多
く
、
病
室
に
は
必
要
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
暑
い
と
き
に
は
従
業

員
含
め
て
風
が
あ
た
る
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
で
対
応
と
聞
い
て
い
る
。

一
概
に
ク
ー
ラ
ー
と
い
う
こ
と
で

も
な
い
よ
う
な
の
で
、
現
場
実
態

に
即
し
て
検
討
し
た
い
。

一般質問　小松弘幸　議員

エアコン設置に対する町独自の補助
金制度を制定できないか

支援については今後の検討課題と考
えている



14 13� ニセコ町�議会だより　第191号��2022年11月発行ニセコ町�議会だより　第191号��2022年11月発行

　

第
７
回
定
例
会
で
発
議
１
件
を

議
決
し
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
関
係
大
臣
、
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
た
発
議
第
４
号
は
、
可
決
す

べ
き
と
す
る
委
員
会
報
告
の
と
お

り
議
決
し
ま
し
た
。

提
出
者
／
ニ
セ
コ
町
議
会
議
員　

　
　
　
　

木
下
裕
三

採　

決
／
原
案
可
決

「
ニ
セ
コ
町
に
放
射
性
物
質
等
を

も
ち
こ
ま
せ
な
い
条
例
の
制
定
」

を
求
め
る
陳
情

　

令
和
３
年
６
月
22
日
に
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
７
回
の
委
員

会
を
開
催
し
て
審
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
特
別
委
員
会
の
表
決
で

は
採
択
す
べ
き
も
の
３
、
不
採
択

と
す
べ
き
も
の
５
、
欠
席
１
と
な

り
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
し

て
本
会
議
へ
報
告
し
、
不
採
択
と

し
て
議
決
し
ま
し
た
。

　

ニ
セ
コ
町
議
会
は
、
平
成
23
年

に
「
原
発
か
ら
の
撤
退
と
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
意

見
書
」
を
政
府
に
提
出
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
に
対
し
て
の
考
え
を

示
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
に
お
い

て
も
平
成
12
年
に
「
北
海
道
に
お

け
る
特
定
放
射
性
廃
棄
物
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
、
特
定
放
射

性
廃
棄
物
の
持
込
み
は
慎
重
に
対

処
す
べ
き
で
あ
り
、
受
け
入
れ
な

い
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
で

は
、
最
終
処
分
場
を
設
定
す
る
際

に
知
事
や
市
町
村
長
の
意
見
を
聞

き
、
こ
れ
を
十
分
に
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の

で
、
現
行
法
令
に
お
い
て
地
域
の

意
思
を
無
視
し
た
形
で
特
定
放
射

性
廃
棄
物
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

ニ
セ
コ
町
内
に
お
い
て
具
体
的
な

案
件
が
生
じ
た
と
き
、
適
宜
適
切

な
形
で
対
処
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の

処
分
に
つ
い
て
は
国
民
的
な
課
題

で
あ
り
、
今
後
必
ず
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
透
明
性
の
高
い
形
で

の
議
論
が
広
く
行
わ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
に
関

す
る
決
議

　

後
志
管
内
に
お
い
て
、
特
定
放

射
性
廃
棄
物
の
処
分
場
選
定
に
お

け
る
手
続
き
の
第
一
段
階
と
な
る

文
献
調
査
が
実
施
さ
れ
、
町
民
の

中
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

国
内
で
原
子
炉
が
稼
働
し
て
い
る

以
上
、
今
後
、
特
定
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
場
は
必
要
と
な
り
、
避

け
て
通
れ
な
い
現
実
で
す
。

　

町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
安
全
で

健
康
的
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に

も
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
つ
い
て
特
定

の
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
議

論
さ
れ
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
し
、
議
員
全
員
で
決
議

案
を
提
出
し
、
議
決
し
ま
し
た
。

発
議
・
陳
情
等
の
審
議
結
果

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
に
関
す
る
決
議

　

国
は
、
平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）
に
「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
、
平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
に
は
処
分
地

選
定
に
向
け
、
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
を
公
表
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
に
寿
都
町
と
神
恵
内
村
が
そ

れ
ぞ
れ
に
処
分
場
選
定
に
お
け
る
手
続
き
の
第
一
段
階
と
な
る
文
献
調
査
を

受
け
入
れ
、
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
が
文
献
調
査
に
着

手
し
て
い
る
。
国
や
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
は
、
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
施
策
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
情
や
立
場
を
十
分
に
配

慮
し
、
最
新
の
知
見
に
基
づ
き
公
平
か
つ
客
観
的
で
わ
か
り
や
す
い
説
明
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
ニ
セ
コ
町
議
会
で
は
、
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
に
「
原

発
か
ら
撤
退
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
意
見
書
」
を
議
決
し
、

政
府
に
対
し
て
原
発
か
ら
の
撤
退
を
国
民
に
宣
言
し
、
撤
退
に
至
る
ま
で
の

安
全
最
優
先
の
原
子
力
政
策
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
計
画
的
転
換
を
進
め

る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
昨
今
、
ニ
セ
コ
町
の
近
隣
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
文
献
調
査
に
よ
り
、
町
民
の
な
か
で
は
特
定
放
射
性
廃
棄
物
等

に
関
す
る
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
は
、
平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）
に
「
北
海
道
に
お
け
る
特
定
放

射
性
廃
棄
物
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
持
込
み

は
慎
重
に
対
処
す
べ
き
で
あ
り
、
受
け
入
れ
難
い
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

本
条
例
は
本
町
を
は
じ
め
道
内
の
自
治
体
が
遵
守
し
、
北
海
道
の
豊
か
で
優

れ
た
自
然
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
議
会
は
、
国
民
的
な
課
題
で
あ
る
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
処

分
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
道
条
例
の
制
定
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、
透
明
性

の
高
い
形
で
広
く
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

令
和
４
年
９
月
15
日�

北
海
道
虻
田
郡
ニ
セ
コ
町
議
会
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ニ
セ
コ
町
防
災
訓
練

　

８
月
23
日
、
役
場
庁
舎
・
中
央

通
地
区
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
。

役
場
で
は
倶
知
安
警
察
署
の
幹
部

を
講
師
と
し
て
主
に
図
上
訓
練
が

行
わ
れ
、
災
害
発
生
時
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
詳
細
な
レ

ジ
ュ
メ
を
つ
く
ら
ず
現
地
で
い
ろ

い
ろ
な
場
を
想
定
し
な
が
ら
議
論

す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
変
有
用
な

訓
練
に
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生

活
支
援
対
策
「
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
」

　

対
象
世
帯
６
９
１
、
申
請
件
数

５
３
７
（
77
・
７
％
）、
給
付
済

み
の
総
額
が
５
７
９
０
万
円
（
７

月
末
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経

済
対
策
「
観
光
施
設
持
続
化
支
援

給
付
金
事
業
」

　

維
持
費
の
か
か
る
温
泉
・
ゴ
ル

フ
場
維
持
支
援
で
、
９
月
現
在
申

請
手
続
き
中
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経

済
対
策
「
商
品
券
発
行
事
業
」

　

物
価
の
高
騰
対
策
、
町
内
の
消

費
を
喚
起
し
て
域
内
経
済
の
下
支

え
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
９
月

１
日
現
在
住
民
登
録
を
し
て
い
る

方
、
お
一
人
１
万
円
の
商
品
券
を

配
布
す
る
。（
発
送
済
、
有
効
期

間
１
月
15
日
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経

済
対
策「
子
育
て
支
援
事
業
」・「
ポ

イ
ン
ト
10
倍
還
元
事
業
」

　

子
育
て
世
帯
へ
ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
子
ど
も
一
人
に
つ
き

綺
羅
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
を
５
０
０

０
ポ
イ
ン
ト
付
与
す
る
。

　

ま
た
、
９
月
か
ら
11
月
の
金
曜

日
の
買
物
に
つ
い
て
、
通
常
１
％

の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
10
倍
の
10
％

還
元
と
す
る
。

　

町
内
の
消
費
関
係
、
生
活
支
援

に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
の
取
組
み

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
写
真
撮

影
な
ど
申
請
補
助
及
び
出
張
申
請

を
行
う
。
国
が
示
し
て
い
る
特
典

の
ほ
か
に
、
町
で
は
綺
羅
カ
ー
ド

ポ
イ
ン
ト
を
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト

（
１
０
０
人
）
付
与
す
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
に
成
果
を
上
げ
た
町
村
に
つ

い
て
は
、
交
付
税
等
で
応
援
を
し

た
い
と
い
う
よ
う
な
話
も
き
て
い

る
。

（
カ
ー
ド
申
請
期
限　

令
和
４
年

11
月
30
日
）

北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来
線
対
策

協
議
会
の
開
催

　

第
14
回
後
志
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に

お
い
て
、
現
在
北
海
道
で
検
討
し

て
い
る
バ
ス
運
行
に
向
け
た
検
討

状
況
に
つ
い
て
中
間
報
告
が
あ
っ

た
。
私
の
ほ
う
か
ら
は
、
検
討
内

容
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
早
め
に
、

確
定
す
る
前
の
ラ
フ
な
構
想
を
公

表
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い

し
て
い
る
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の

見
直
し

　

東
京
で
農
林
水
産
省
、
北
海
道
、

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
、
関
係
市
町
村
首
長
等
で
意
見

交
換
会
を
開
催
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
に
大
き
な
影
響
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
ぜ
ひ
緩
和
策
も

含
め
て
農
家
に
不
利
益
が
生
じ
な

い
よ
う
、
強
く
要
請
を
し
た
。

令
和
４
年
度
国
民
保
養
温
泉
地
協

議
会
の
総
会

　

環
境
省
は
温
泉
室
を
設
け
、
国

民
保
養
温
泉
地
あ
る
い
は
温
泉
に

つ
い
て
の
効
用
に
つ
い
て
科
学
的

な
分
析
を
し
て
、
広
く
国
民
に
知

ら
せ
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
。

国
民
保
養
温
泉
地
協
議
会
で
も
、

新
た
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
世
界
に

向
け
て
発
信
す
る
よ
う
改
正
に
向

け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
通
常
総
会
に
お
い
て
ニ
セ

コ
町
長
が
会
長
に
就
任
し
た
の
で
、

国
民
保
養
温
泉
地
の
効
用
等
、
国

の
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
認

定
を
受
け
て
い
る
と
い
う
実
態
も

広
く
内
外
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

第
７
回
定
例
会
行
政
報
告
（
町
長
）�

（
一
部
抜
粋
）

議

会

日

誌

議

会

日

誌

８
月

24
日　

後
志
町
村
議
会
議
員
研

修
（
岩
内
町
／
全
員
）

９
月

１
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
全

員
協
議
会
・
陳
情
特
別

委
員
会

８
日　

第
７
回
定
例
会(

～
15

日)

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
・
決

算
特
別
委
員
会
・
各
常

任
委
員
会

21
日 

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

し
り
べ
し
高
速
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
全
員
）

27
～
29
日　

産
業
建
設
所
管
事

務
調
査

10
月

３
日　

後
志
町
村
議
会
議
長
会

臨
時
総
会　
　

（
俱
知

安
町
／
猪
狩
）

13
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

４
～
６
日　

羊
蹄
山
麓
町
村
議

会
正
副
議
長
会　

正
副

議
長
道
外
視
察

　
　
　

研
修
（
山
梨
県
北
杜
市

ほ
か
／
青
羽
）

18
～
20
日　

羊
蹄
山
麓
町
村
議

会
正
副
議
長
会　

委
員

長
道
外
視
察
研
修
（
長

野
県
軽
井
沢
町
ほ
か
／

篠
原
・
木
下
）

25
日　

決
算
特
別
委
員
会
・
総

務
常
任
委
員
会
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ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し

て
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。

淀
み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
は
、

か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
久
し
く

と
ど
ま
り
た
る
た
め
し
な
し
。

　

８
０
０
年
の
時
を
超
え
て
な

お
問
い
か
け
る
こ
の
一
節
に
は

じ
ま
る
方
丈
記
は
、
現
在
の
世

界
状
勢
が
そ
の
ま
ま
重
な
っ
て

見
え
ま
す
。

　

地
球
を
取
り
巻
く
気
候
危
機
、

世
界
各
地
で
勃
発
す
る
紛
争
や

戦
争
・
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

私
た
ち
は
ゆ
く
河
の
流
に
身
を

任
せ
て
何
処
へ
向
か
お
う
と
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
（
斉
藤
う
め
子
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委 

員 

長
　
高
木
　
直
良

副
委
員
長

　
斉
藤
う
め
子

委
　
　
員

　
木
下
　
裕
三

委
　
　
員

　
小
松
　
弘
幸

編
集
後
記

議会HPは
こちらから
ご覧になれます

表
紙
写
真
を
よ
む

表
紙
写
真
を
よ
む

　
10
月
1
日
、
初
め
て
の
木
育
イ
ベ

ン
ト
「
Ｎ
ｉ
ｓ
ｅ
ｋ
ｏ 

ｗ
ｏ
ｏ
ｄ 

ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
晴
天

に
恵
ま
れ
、
多
く
の
町
民
（
親
子
の

姿
が
多
数
）
が
集
ま
り
、
様
々
な
展

示
や
イ
ベ
ン
ト
（
体
験
、
音
楽
会
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
）、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
食
を
楽
し
ん
だ
。
ニ
セ
コ
中

央
倉
庫
群
の
1
号
倉
庫
で
は
、
普
段

路
上
で
は
で
き
な
い
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
や
キ
ッ
ク
ス
ケ
ー
タ
ー
を
思
い
切

り
自
由
に
練
習
し
、
楽
し
む
姿
が
あ

っ
た
。
木
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
ニ
セ

コ
の
ク
リ
ー
エ
ー
タ
ー
や
ア
ー
チ
ス

ト
が
こ
れ
だ
け
集
結
し
た
の
は
頼
も

し
い
。

こんな活動しています
～Ms.Isabelle scholl～　I came to Japan for the first time 25 years ago.
Although I had cultureshock at that time, I have since been fascinated by 
Japanese culture which gives me great pleasure. Before moving to Niseko,
I lived in Hawaii where I was already immersed in Japanese culture. While 
there, I was learning Taiko, Shakuhachi, Japanese folk dance as well as 
practicing Zazen meditation in a Buddhist temple. I am lucky to be able to 
continue some of these art forms in Niseko, especially Nishikawa-style 
traditional dance.
～イザベル　スクールさん（フランス人）～
私は25年前に初めて日本に来て日本の文化に魅かれました。ニセコに移住する
前はハワイに住んでいて、座禅や太鼓、尺八、日本の盆踊りを始めていました。
ニセコでまた続けられてラッキーです。特に伝統的な西川流の踊りを踊れて
とても幸せです。

～Mr.Rob McMahon～　I am Alaskan and Icame to Niseko 17 years ago. 
A Japanese friend happened to invite me to start playing the Shakuhachi.
I really love the Shakuhachi and I’m enthusiastic about it. Shakuhachi has 
become my favorite type of music.I am planning to take the Shakuhachi
Shihan(master) examination soon. Please come and listen to my performance.　
～ロブ　マクマホンさん（アラスカ人）～
アラスカからニセコに移住しました。日本人の友人に誘われて尺八を始め熱中
しています。いままでの音楽の中で尺八が一番好きです。近々尺八の師範の試
験を受けようと思っています。

<日本文化に魅せられて>町民活動紹介 №10

「森のピタゴラス体験」…
コースづくりに熱中しているこどもたち
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